
    

  

    

    

    

    

    

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容：研究内容：研究内容：研究内容：    周期構造媒質における電磁波散乱の数値解析 

周期構造媒質は光波工学や電波工学の分野における基本構造として研究が行われ、工学的立場からも重要とされ

ている。本研究では、新たな数値算法の提案、解析手法の有効性の検討及び散乱特性などについて、計算機を用いた

シミュレーションを行うことにより解析している。解析手法として、電磁界成分を空間高調波展開し、比誘電率及び比透

磁率分布をフーリエ級数展開することにより行列固有値計算に帰着させる数値算法（行列固有値法）を用いている。特

に、2 次元解析だけではなく、より詳細な特性を表すために 3 次元解析を行っている。この 3 次元解析では、計算法の改

良によって計算時間の短縮の点で成果を挙げている。 

解析対象として、回折格子、超微細格子、誘電体や電波吸収体などがある。これら周期構造媒質の特性を数値的に

示し、様々な現象の有効利用につながる解析を行っている。    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

図 周期構造媒質                  図 解析例   
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